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総務省自治財政局公営企業経営室・準公営企業室

令和8年度の研究会における議論について

資料１



生活に不可欠なインフラである上下水道事業について、人口減少や施設の老朽化等が本格化してい
く中で、経営基盤の強化に資する取組など、持続可能な経営を確保するための方策等について検討。

１．本研究会の課題認識

○ 人口減少等による料金収入の減少や、施設・管路等の老朽化に伴う更新需要の増大、令和６年
能登半島地震を踏まえた災害への備えの必要性の増大など、上下水道事業を取り巻く経営環境が厳
しさを増している中で、将来にわたって上下水道の住民サービスを持続可能なものとするため、各事業の
実情を踏まえ、経営基盤の強化に資する取組等を推進する必要がある。

○ 能登半島地震における上下水道施設の被災状況や対応を踏まえ、耐震化をはじめとした災害に強く
持続可能な上下水道の整備について、公営企業への支援のあり方を含め、検討する必要がある。

○ 下水道事業については、汚水処理施設の概成が迫る一方で、今後は人口減少等に伴う使用料収
入の減少や、施設の老朽化による更新需要の増大が見込まれており、安定的にサービスを提供するため
の下水道事業の経営等のあり方について、検討する必要がある。

○ 上下水道の広域化については、都道府県が市町村の区域を超えた取組の推進を担うこととされており、
全ての都道府県において上下水道それぞれの広域化計画が策定されたところであるが、こうした計画に
基づき、広域化の実現に向けて各都道府県がより実効性のある取組を推進する必要がある。
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○ 令和６年度の設置以降、上下水道の持続可能な経営を確保するため、これまでに、耐震化・老朽化対策や広域化等について
議論いただき、その結果を、令和８年度地方財政対策等に反映。

○ 第10回では、老朽化対策や経営の広域化、公費負担のあり方等について、令和７年における主な議論をとりまとめ。令和８年
度以降においても、引き続き、上下水道事業の経営の広域化等の議論を進めていくこととした。

日時 主な議題

第１回 令和６年９月19日 ○水道事業及び下水道事業の現状と課題 ○上下水道の地震対策等の現状と取組、検討事項（例）

第２回 令和６年10月15日 ○上下水道の耐震化等の防災対策 ○下水道事業の経営等のあり方

第３回 令和６年11月22日 ○上下水道の防災対策の方向性 ○上下水道の広域化等の現状

第４回 令和７年２月14日 ○上下水道事業の経営体のあり方：水道広域化に係る事例発表
（広島県広域連合企業団、奈良県広域水道企業団）

第５回 令和７年３月21日 ○上下水道事業の経営体のあり方：浄化槽転換に係る事例発表（静岡県南伊豆町）
 水道広域化に係る事例発表（岩手県中部水道企業団）

第６回 令和７年６月４日 ○上下水道事業の経営体のあり方：上下水道事業におけるPPPに係る事例発表（メタウォーター株式会社）
 下水道広域化に係る事例発表（秋田県）

第７回 令和７年７月23日 ○上下水道事業の経営体のあり方：上下水道事業の現状等、論点整理

第８回 令和７年９月25日 ○下水道事業の公費負担のあり方等：老朽化対策等

第９回 令和７年10月８日 ○水道事業の広域化等

第10回 令和８年１月28日
※書面開催 ○令和７年における主な議論（まとめ） ○令和８年度地方財政対策等

これまでの「上下水道の経営基盤強化に関する研究会」における議論
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テーマ 上下水道事業の経営体のあり方

R7
年度

1 研究会⑩【R7年における主な議論（まとめ）】 ※書面開催

2

3

R8
年度

4

５
6

7

8

８/６ 研究会⑪【中核事業体へのアンケート結果、中核事業体に対するインセンティブ等の方向性等】

9~
10 研究会⑫【中核事業体に対するインセンティブ等の具体案、分散型システム】

11

12 R9年度地方財政対策公表

１ 研究会⑬【R8年における主な議論（まとめ）等】

令和８年度の「上下水道の経営基盤強化に関する研究会」スケジュール（予定）
○ R8年度の本研究会は、引き続き上下水道事業に係る広域化等の議論を進めていくこととする。具体的には、水道事
業における「中核事業体に対するインセンティブ」等を予定。

※ 下水道事業における「公費負担のあり方等」については、これまでの研究会においてご議論いただいた内容等も踏まえて、自治体との意
見交換等を通じて議論を深めていく（必要に応じて研究会においてさらにご議論いただく）

中核事業体へのアンケート等の実施
（水道の広域化に対する認識、必要な支援等）

都道府県へのヒアリング等の実施
（水道の広域化に対する認識、必要な支援等）
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